理論モデル班会議　まとめ　
2007/11/08　石井励一郎
参加者：　山村、中丸、近藤、谷内、陀安、松岡、小林(秀)、大串、石井

班の構成について：

従来の理論･数理モデルを扱うメンバーに加えて、モンゴル、サラワク共通にデータの取得をおこなうリモセンと同位体のメンバーも班に入れることとする。

メンバー：

数理モデルとシミュレーション：　石井、山村、中丸、近藤、谷内、

リモセン：　松岡、小林(秀)、ダイ
同位体：　陀安、高津、兵藤

アドバイザー：大串

現段階での今後の方針：

当面、モンゴル、サラワクの両生態系を見据えて、土地被覆を媒介とする以下の4つのモデルを軸に、モデルの開発、必要な入力値、検証データの整理を進める。

· 土地被覆変動モデル　.(石井： 気候+人間活動の分布→土地被覆、生物資源量)

· 人移動モデル(山村：生物資源量→人間活動の移動と分布)

· 所有権と生物資源持続性モデル(中丸：人間活動分布と資源利用権利のあり方→持続性評価)

· 食物網安定性モデル(近藤：土地被覆→成立食物網の安定性？)
評価関数については、土地被覆から得られる生物資源量、あるいはそれがもたらす人間にとっての価値などが考えられる。

これからの課題：

・サラワクの土地被覆変動モデルの着手と試作

・人の動きに加えて、物の動きをどう入れていくか→経済モデル専門家の必要

・規模を拡大し定量的な地域シミュレーターを開発するPDを募集する

新PDの選定について：
近日中に募集案作成。数値モデルのコーディング技術を持つひと。内容については、後述の試作モデルの進捗に応じて、相談しながら。労働条件は山村さんが地球研に確認。本雇用は2008年4月からだが、それまでも予備予算などから雇用可能性あり。

今年度の方針：
「モンゴル結合モデルの試作」：

まずモンゴルを対象として、「中スケール土地被覆変動モデル」（石井）を降水量の異なる2地域について作成し、その間を「大スケール人の移動モデル」（山村）でつないだ連結モデルをつくる。その上に「土地私有化の有無などのルール」など条件を変えた時の予測をおこなう。

3月の生態学会期中に理論モデル班会議を開き、来年度の活動計画を議論する。

今年度予算の使用：
追加分を合わせて約200万円について

1.　衛星画像解析ソフト(ENVI)一式　+　関連ハードウェア　(松岡)

2.　3月班会議用旅費

3.　新PD 臨時雇用　および関連諸費用

4.　同位体サンプリング計画用諸費用

5.　衛星画像データ購入

